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“アイガモさん、稲を守ってね。” “アイガモさん、稲を守ってね。” 

６　６月１４月１４日、城山保育園児が「アイガモ農法」を実践する稲葉清仁さん（大字卯坂）の日、城山保育園児が「アイガモ農法」を実践する稲葉清仁さん（大字卯坂）の
水田を訪れ、アイガモを水田に放つ作業を手伝いました。水田を訪れ、アイガモを水田に放つ作業を手伝いました。

アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

ソロモン諸島パンパイプの夕べを開催します  …２Ｐ
２００５年ほたる③ …………………………………５Ｐ
まちづくり懇談会を実施します ………………６Ｐ

いきがい教室・講座開講 ………………………１０Ｐ
まちの話題 ………………………………………１４Ｐ
みんなの童話 ……………………………………１６Ｐ



2
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一市町村一国フレンドシップ事業

　

南
太
平
洋
の
楽
園
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
音

楽
芸
能
は
、
島
々
や
民
族
集
団
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
竹
製
の
パ
ン
パ
イ
プ
が
、

お
も
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
系
の
人
々
の
音
楽
芸

能
を
奏
で
る
楽
器
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
伝

統
的
な
祭
り
や
宴
、
儀
式
な
ど
で
歌
や
踊

り
と
い
っ
し
ょ
に
合
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
パ
イ
プ
は
、
長
さ
の
違
う
竹
や
葦

な
ど
の
管
を
い
か
だ
状
に
並
べ
て
、
息
を

吹
き
か
け
音
を
出
す
楽
器
で
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
牧
神
「
パ
ン
」
に
由
来
し
て
パ
ン

パ
イ
プ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

構
造
が
単
純
で
古
く
か
ら
世
界
各
地
で

伝
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、

オ
セ
ア
ニ
ア
の
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
愛
知
万
博
（
愛
･
地
球
博
）

の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の
た

め
に
来
日
す
る
「
イ
ザ
ベ
ル
の
ト
エ
レ
グ

パ
ン
パ
イ
プ
楽
団
」
が
阿
久
比
町
を
訪
れ
、

こ
の
神
秘
的
な
竹
の
響
き
を
幻
想
的
な
舞

踊
と
と
も
に
披
露
し
ま
す
。

□と　き　７月１４日（木）
　　　　　受け付け午後４時半、午後５時～午後６時半
□ところ　中央公民館南館ホール
□入場料　無　料、要整理券（定員４００人）
※整理券は７月４日（月）から企画財政課窓口で配布します。
□出　演　イザベルのトエレグパンパイプ楽団
　　　　　〈Toelegu Panpipe Group from Isabel〉
□問い合わせ先　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４･３０３）

南太平洋共同館に設置されたソロモン
諸島オリジナルスタンプ
（キッコロを抱くヌズヌズ）

７月１３日（水）は阿久比町が万博を盛り上げます

7月14日（木） 午後5時 開演 

パンパイプを演奏するソロモンの青年
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南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
美
し
い
島
々
か
ら

な
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、そ
の
中
で
サ
ン
タ
・

イ
ザ
ベ
ル
島
は
最
も
細
長
く
、
険
し
い

山
々
が
連
な
り
ほ
と
ん
ど
が
熱
帯
雨
林
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
冒
険
家
ア
ル
バ
ロ
・
デ
・

メ
ン
ダ
ナ
が
十
六
世
紀
中
ご
ろ
に
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
を
発
見
し
た
時
、
最
初
に
こ
の
島

に
来
航
し
ま
し
た
。

　

島
は
サ
ン
ゴ
礁
で
囲
ま
れ
、
海
は
魚
や

海
ガ
メ
、
海
岸
は
グ
ン
カ
ン
ド
リ
や
ツ
カ

ツ
ク
リ
な
ど
の
海
鳥
の
楽
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

深
い
熱
帯
雨
林
に
ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
、
ク

ロ
コ
ダ
イ
ル
な
ど
の
野
生
動
物
が
生
息
し

て
い
ま
す
。

　

友
好
的
で
純
朴
な
島
の
人
々
は
、
ほ
と

ん
ど
が
メ
ラ
ネ
シ
ア
系
人
種
で
、
お
よ
そ

六
つ
の
言
語
集
団
に
分
か
れ
ま
す
。

　

点
在
す
る
村
々
の
家
は
サ
ゴ
ヤ
シ
の
葉

で
作
ら
れ
、
都
市
部
に
比
べ
伝
統
が
色
濃

く
残
り
、
海
岸
の
干
潟
に
柱
を
建
て
た
家

「
水
上
住
居
」
や
山
岳
部
の
樹
木
の
上
に

建
っ
て
い
る
「
樹
上
住
居
」
は
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
で
も
珍
し
く
興
味
深
い
集
落
で
す
。

サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル
島（
イ
ザ
ベ
ル
州
）

�

　ソロモン諸島は、愛・地球博「一市町村一国フレンドシップ事業」の相手国です。
　阿久比町ではソロモン諸島ナショナルデーを祝福し、公式式典や公式催事を盛り上げます。
○会　場　　長久手会場ＥＸＰＯホール　　○時　間　　午前１１時～正午
　式典では町内小学校（東部、英比、草木、南部）の６年生がソロモン諸島国歌を歌います。
　催事ではソロモン諸島の民族音楽や舞踏を中心としたステージショーが開催され、友情出演で阿久比町から「和太鼓かつみ」の
演奏を披露します。
※　パビリオン（グローバルコモン６　南太平洋共同館）周辺など万博会場内でも魅力的なアトラクションが繰り広げられます。

�

　『あぐいの四季』をテーマに、あぐいの先人が培ってきたまつり、伝統芸能、文化活動にスポットをあて、あぐいのさとの四季
の移りかわりを豊かな心のつながりで表現します。
○会　場　　長久手愛知県館「あいち・おまつり広場」　　○時　間　　午前９時半～午後４時半
　主な内容　・オープニング（和太鼓かつみほか）
　　　　　　・あぐいの春～まつり（宮津山車保存会）　　・あぐいの夏～おどり（あぐいおどりの会）　　
　　　　　　・あぐいの秋～於大の方（あぐい吟友会）　　・あぐいの冬～うた（愛と自然をうたう合唱団）
あいち・ふるさと自慢市
　西側テントスペースで阿久比町を紹介するため「花かつみ」「たんぼの四季」をイメージした展示などを行います。

ソロモン諸島ナショナルデー

市町村催事「阿久比町の日」

７７月月１３１３日日（水）（水）は阿久比町が万博を盛り上げますは阿久比町が万博を盛り上げます

オ ー スト ラ リ ア  

大　　平　　洋 
フィリピン 

パプアニューギニア 

赤　　道 

インドネシア 

中華人民共和国 

日  本  

ソ ロ モ ン 諸 島  

チョイスル州 

イザベル州 ショートランド諸島 

チョイスル島 
　 （ラウル） 

ヴェララヴェラ島 

ギゾ 

ウェスタン州 

サンタイザベル島 

マライタ州 

オントンジャヴァ環礁 
（ルアンギウァ） 

ブアラ 

セントラル州 

ガダルカナル州 

サヴォ島 

レンネル・ 
　　　　ベロナ州 

ベロナ島 

シカイアナ環礁 

ウラワ島 

キラキラ 

サンクリストバル島 
（マキラ） 

テモツ州 

リーフ諸島 

ラタ 

サンタクルーズ島 
（ネンド） 

ダフ諸島 

ウトゥプア島 

ヴァニコロ島 
アヌタ島 

ティコピア島 

マキラ・ウラワ州 

タロ 

ニュージョージア島 

ラッセル諸島 

ゲラ島 

マライタ島 

アウキ 

ホニアラ 

ガダルカナル島 

ツラギ 

ティゴア 
レンネル島 

チョイスル州 

イザベル州 ショートランド諸島 

チョイスル島 
　 （ラウル） 

ヴェララヴェラ島 

ギゾ 

ウェスタン州 

サンタイザベル島 

マライタ州 

オントンジャヴァ環礁 
（ルアンギウァ） 

ブアラ 

セントラル州 

ガダルカナル州 

サヴォ島 

レンネル・ 
　　ベロナ州 

ベロナ島 

シカイアナ環礁 

ウラワ島 

キラキラ 

サンクリストバル島 
（マキラ） 

テモツ州 

リーフ諸島 

ラタ 

サンタクルーズ島 
（ネンド） 

ダフ諸島 

ウトゥプア島 

ヴァニコロ島 
アヌタ島 

ティコピア島 

マキラ・ウラワ州 

タロ 

ニュージョージア島 

ラッセル諸島 

ゲラ島 

マライタ島 

アウキ 

ホニアラ 

ガダルカナル島 

ツラギ 

ティゴア 
レンネル島 

ソロモン諸島 

国　　　　名 ソロモン諸島（Solomon Islands）        

首　　　　都 ホニアラ        

位　　　　置 東経１５５度３０分～１７０度３０分、南緯５度１０分～１２度４５分 

面　　　　積 ２９，７８５km2（四国の約1．５倍）        

人　　　　口 約５０万人（国連人口基金「世界人口白書２００２」） 

政　治　体　制 立憲君主制        

主　要　言　語 ピジン語（日用語）、英語（公用語）       
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第
十
七
回
「
二
〇
〇
五　

ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト
き
し
が
わ
」
が
和
歌
山
県
貴
志
川

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
保
護
に
取
り
組
む
全
国
十
市

町
が
集
い
、
自
然
を
見
直
し
そ
の
保
護
に

努
め
、
ホ
タ
ル
を
通
じ
て
生
活
環
境
の
整

備
や
、
活
力
あ
る
緑
豊
な
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
市

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
意

見
交
換
の
場
と
し
て
毎
年
参
加
市
町
の
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
竹
内
町
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
中
部
国
際
空
港

の
開
港
で
、
眠
ら
な
い
ま
ち
と
な
り
つ
つ

あ
る
中
で
の
ホ
タ
ル
保
護
の
課
題
や
、
東

部
小
学
校
で
の
ホ
タ
ル
を
通
じ
た
環
境
教

育
へ
の
取
り
組
み
で
、
昨
年
か
ら
校
外
へ

幼
虫
の
放
流
を
行
い
、
淡
い
光
を
放
ち
飛

び
か
う
姿
が
発
見
で
き
た
こ
と
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
十
市
町
長
に
よ
る
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
新
た
に
福
岡
県
北
九
州
市
が
加

わ
り
、
岡
山
県
真
庭
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

宮城県 

登米市 
（旧東和町） 

滋賀県 

米原市 
（旧山東町） 

岡山県 

真庭市 
（旧北房町） 

山口県 

下関市 
（旧豊田町） 

群馬県 

月夜野町 

山梨県 

身延町 
（旧下部町） 

愛知県 

阿久比町 
和歌山県 

貴志川町 

岐阜県 

本巣市 

長野県 

辰野町 

※市町村合併でほたるサミット参加市町村の名称変更がありました。 
○脱会市町…和歌山県かつらぎ町、岐阜県中津川市（旧蛭川村） 

１．産業、教育、文化など幅広い分野でホタルの生息地間の交
流を深める「ほたるサミット」を開催します。 

１．ホタルのすみよい環境づくりのため、合成洗剤の使用や農
薬の散布を控えるとともに、下水道事業等を積極的に推進し、
河川など水辺の浄化運動を展開します。 

１．水と緑に恵まれた自然環境を生かし、ホタルの保護活動に
努め、自然と共生できる地域づくりを推進します。 

１．ホタルを通じて人 に々ふるさとへの郷愁をよみがえらせ、イベ
ントなどを開催する中で地域間、世代間の交流を図ります。 

以上、友愛と協調に基づいて、ここに宣言します。 

平成１７年６月６日 

共同宣言 共同宣言 

岡山県真庭市長 

山梨県身延町長 

群馬県月夜野町長 

宮城県登米市長 

長野県辰野町長 

井手紘一郎 

依田　光弥 

小林　雅男 

布施　孝尚 

矢ヶ崎克彦 

山口県下関市長  

岐阜県本巣市長  

愛知県阿久比町長 

滋賀県米原市長  

和歌山県貴志川町長 

江島　　潔 

内藤　正行 

竹内　啓二 

平尾　道雄 

中村　慎司 

ほたるサミット参加市町 

阿
久
比
町
参
加

共同宣言を読み上げる貴志川町長
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ふ
化
し
た
幼
虫
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら

　
　

十
カ
月
の
水
中
生
活
に
入
り
ま
す
よ

　

卵
か
ら
一
年
経
っ
て
、
や
っ
と
ホ
タ
ル

（
成
虫
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
ホ
タ
ル

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
多
く

の
ホ
タ
ル
が
光
り
、
来
場
い
た
だ
い
た
方

に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
ホ
タ
ル
（
成
虫
）
の
命
は

わ
ず
か
一
週
間
か
十
日
く
ら
い
で
す
。
こ

の
間
に
、
オ
ス
と
メ
ス
は
、
光
で
合
図
し

合
っ
て
結
婚
し
、
メ
ス
は
産
卵
し
ま
す
。

子
孫
（
命
）
を
残
す
に
は
、
あ
ま
り
に
も

短
い
日
数
で
す
ね
。
近
年
、
激
減
し
て
い

る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
後
世
に
残
す
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
「
ホ
タ
ル
は
見
る
だ
け
で
、
捕

ら
な
い
」
を
守
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

養
殖
場
で
は
、
少
し
で
も
ホ
タ
ル
を
増

や
す
た
め
に
、
成
虫
を
種
ボ
タ
ル
と
し
て

産
卵
箱
に
入
れ
ま
す
。
メ
ス
は
、
産
卵
箱

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
で
き
ま
す
）
に
敷

い
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
に
卵
を
産
み
ま
す
。
卵
は

二
十
日
余
の
後
、
小
さ
な
幼
虫
と
な
っ
て

生
ま
れ
（
ふ
化
し
）、
自
分
で
水
の
中
へ

入
っ
て
い
き
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

幼
虫
は
、
一
〜
二
ミ
リ
の
小
さ
な
も
の
で

す
が
、
数
日
後
に
は
餌
の
巻
貝
を
探
し
て

歩
き
回
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
長
い
幼
虫
生
活
が
始
ま
る
の

で
す
。
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
四
回
脱
皮
し
て

成
長
し
ま
す
。
四
回
の
脱
皮
を
終
え
て
五

齢
（
終
齢
）
に
成
長
で
き
た
幼
虫
は
、
寒

い
冬
を
越
し
て
、
上
陸
の
初
夏
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
あ
、
幼
虫
た
ち
よ
、

元
気
に
成
長
し
て
お
く
れ
。　　
　
（
完
）

町
ホ
タ
ル
専
門
員
　
竹
内
　
勝
彦 

2005年 

③ 

産卵箱と幼虫飼育箱のセット

ヘイケボタルの卵

ホタルの観察 

　阿久比町の水田や川のほとりなどに多く生息するヘイケボタル。一年で最も多く見ることができる時期は、6月中旬から7月中
旬までの約一カ月間です。淡い光で初夏の夜をほんのりと照らすホタルの姿は、阿久比町の夏の風物詩としてすっかりおなじみ
になりました。 
※阿久比町でも地区によって発生の時期に違いがあります。 

　時間や場所はもちろん、当日の天候にもホタルの生息確認は大きく左右されます。ホタルが最も好むのは、風がなく、蒸し暑い
夜。今にも雨が降り出しそうな天候時が一番活動的になります。気が滅入ってしまいそうな蒸し暑い夜も、ホタル探しには絶好の
チャンスです。 

　ホタルが最も元気に活動する時間は、日没後の約1時間から2時間にかけて。午後8時ごろから午後9時ごろまでが、発光する
ホタルの姿を確認できる時間です。ホタルの淡い光を美しく映し出す夜の闇が阿久比の町をすっぽりと包み始めたころ、町のあ
ちらこちらで元気に飛び交うホタルを探しに、散歩気分で気軽に出かけてみませんか。 
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□
都
市
計
画
事
業
の
種
類
お
よ
び
名
称

衣
浦
西
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業
阿
久

比
公
共
下
水
道

□
施
工
者　

阿
久
比
町

□
縦
覧
場
所

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
上
下
水
道
課

□
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
５
０
）

まちづくり懇談会日程表
会　　　場日　　　時地　区　名

宮津公民館７月１９日（火）
１９：００～２１：００

横 松
萩

宮 津

宮津団地老人憩の家７月２１日（木）
１９：００～２１：００

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿 久 比 団 地

高根台集会所７月２５日（月）
１９：００～２１：００高 根 台

白沢区民館７月２７日（水）
１９：００～２１：００

白 沢
白 沢 台
メイツ巽ケ丘

板山公民館７月２８日（木）
１９：００～２１：００

板 山
福 住
福 住 園 高 台

中央公民館本館８月１日（月）
１９：００～２１：００

坂 部
卯 之 山

勤労福祉センター８月２日（火）
１９：００～２１：００

阿 久 比
椋 岡
矢 口
高 岡

大古根公民館８月３日（水）
１９：００～２１：００

植
大 古 根

草木公民館８月４日（木）
１９：００～２１：００草 木

　

町
内
九
カ
所
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
地
区
で
皆
さ
ん
と
懇
談
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
数
の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
事
業
計
画
の

変
更
図
書
を
縦
覧
し
ま
す

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

第
三
次
阿
久
比
町
行
政
改
革
で
重
点
措

置
事
項
の
一
つ
、
町
補
助
金
の
見
直
し
を

行
う
諮
問
機
関
と
し
て
「
阿
久
比
町
補
助

金
見
直
し
委
員
会
」
を
設
置
し
、
住
民
参

画
推
進
の
一
環
と
し
て
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
町
の
補
助
金
に
関

す
る
自
身
の
意
見
、考
え
方
を
小
論
文（
千

二
百
字
か
ら
二
千
字
程
度
）
に
ま
と
め
阿

久
比
町
行
政
改
革
推
進
本
部
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□
対　

象

・
町
内
在
住
で
町
の
補
助
金
制
度
に
関
心

の
あ
る
方

・
現
在
、
公
職
に
つ
い
て
い
な
い
方

・
年
齢
二
十
歳
以
上
の
方

□
募
集
人
数　

二
人

□
任　

期　

審
議
終
了
ま
で

□
応
募
方
法

　

手
紙
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル

（
小
論
文
は
添
付
）
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

・
〒
４
７
０
‐
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越　
５０

・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）０
２
２
９

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kikaku@
tow
n.agui.lg.jp

□
募
集
期
限　

七
月
十
五
日（
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
内
阿
久
比
町
行
政
改
革
推

　

進
本
部

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
４
）

※　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な

り
ま
す
。

阿
久
比
町
補
助
金
見
直
し
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

行
政
改
革

行
政
改
革
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社

会
で
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し

た
少
年
の
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
更
生
を
実
効
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
、

本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事
件

が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
急
速
な
社
会

の
変
化
の
中
で
、
地
域
社
会
の
機
能
が
弱

体
化
し
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子

の
対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域
社
会
や
家
庭

が
有
し
て
い
た
犯
罪
抑
止
力
や
教
育
力
が

低
下
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
を
は
じ
め
関

係
機
関
・
団
体
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅
広

い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
人

も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、

人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
」
を
重
点
目
標

に
運
動
を
進
め
ま
す
。

□
日　

時

　

七
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時
〜

□
場　

所　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

□
内　

容

　

児
童
・
生
徒
の
意
見
発
表
、
ビ
デ
オ
上

　

映
な
ど

�
　

青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時

　

七
月
十
九
日（
火
）〜
二
十
九
日（
金
）

　

午
後
七
時
半
〜
午
後
九
時

□
場　

所

　

町
内
二
十
二
地
区
各
集
会
所
な
ど

□
内　

容

　
「
地
域
と
家
庭
で
非
行
・
犯
罪
を
防
止
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
行
い
ま

す
。

※　

詳
細
は
住
民
福
祉
課
�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
３
０
１
）

ミ
ニ
集
会

平
成
十
七
年
度
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
大
会
・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

強
調
月
間
で
す

七
月
は

「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」

《ふれあいと  対話が築く  明るい社会》 

第５５回「社会を明るくする運動」 
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水
害
へ
の
備
え
は
、
普
段
の
心
構
え
と
、

水
害
時
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
が
重
要

で
す
。

○
日
常
の
備
え

　

洪
水
時
は
、
水
が
あ
ふ
れ
道
路
が
川
の

よ
う
に
な
り
、
地
形
が
一
変
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
側
溝
や
小
河
川
、
池
の

位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

避
難
場
所
や
避
難
路
を
家
族
全
員
で
話

し
合
っ
て
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
の

連
絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
食
や
持
ち
出
す
物
な
ど
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
、
乾
電
池
も
忘
れ
ず
に
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

家
の
周
り
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
は
な
い
か
、
窓
や
雨
ど
い
は
傷
ん
で
い

な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
な
ど
流
出
す
る
と
危
険
な
も
の
は
、

二
階
な
ど
浸
水
し
な
い
と
こ
ろ
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

○
緊
急
時
の
情
報
収
集

　

台
風
や
大
雨
の
時
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
も
有
効
な
手
段

で
す
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

⑱ 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

水
害
へ
の
備
え

気象庁ホームぺージ
「レーダー・降水ナウキャスト」

http://bosaidata.kishou.go.jp/radnowc/radnowc.html

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
レ
ー
ダ
ー
・

降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
は
気
象
レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
降
水
強
度
分
布
と
、
降
水
域
の
移

動
状
況
を
基
に
、
一
時
間
先
ま
で
の
十
分

間
ご
と
の
雨
量
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方

で
予
測
し
、
十
分
ご
と
に
更
新
し
て
い
ま

す
。

　

愛
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
川
の
防
災

情
報
」
は
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
画
像
や

雨
量
、
県
管
理
河
川
の
水
位
を
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。
阿
久
比
町
を
流
れ
る
「
阿

久
比
川
」「
十
ヶ
川
」
の
水
位
も
情
報
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
情
報
の
混
乱
が
被
害
を
大

き
く
し
ま
す
。
自
主
防
災
の
基
本
で
あ
る

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
も
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
迅
速
で
正
確
な
情
報
入
手
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

「川の防災情報」は
阿久比町ホームページからアクセスできます

http://www.kasen-owari.jp/

普段は穏やかな阿久比川

川の水位（阿久比川・十ケ川）が
自宅から確認できます
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人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１６　年１７　年増　減１６　年１７　年

＋１０１＋１０１死　　亡

－１２１－１２１重　　傷

－１７１１３９６－１８１８０軽　　傷

－１７１１５９８－１８３８２合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１７年１月～５月末》

七
月
十
一
日（
月
）〜
二
十
一
日（
木
）

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

も
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
夏
の
開
放
感
か
ら

若
者
の
無
謀
運
転
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
重

大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
外
出

の
機
会
が
増
え
た
り
、
暑
さ
の
た
め
に
高

齢
者
の
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
も
、

事
故
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
重
点
的

な
交
通
安
全
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
い
交
通
事
故
の
防
止

を
図
り
ま
す
。

�
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う

【

【

・　

暴
走
運
転
の
危
険
性
や
、
自
分
が
加

害
者
と
な
っ
た
時
の
責
任
の
重
さ
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

・　

無
理
の
な
い
ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
立
て

ゆ
と
り
運
転
を
励
行
す
る
。

・　

変
わ
り
や
す
い
夏
の
気
候
に
配
慮
し

て
車
両
の
整
備
点
検
を
心
掛
け
る
。

�・　

海
や
山
な
ど
の
行
楽
地
か
ら
自
動
車

で
帰
る
場
合
、
運
転
者
は
絶
対
に
飲
酒

を
し
な
い
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
と

そ
の
家
族
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会

的
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

�・　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
夏
休
み
を
前
に
周
辺
の
交
通
危
険
個

所
の
確
認
に
あ
わ
せ
、
飛
び
出
し
防
止

と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て

指
導
す
る
。

・　

炎
天
下
に
出
か
け
る
こ
と
は
控
え
た

り
夕
立
な
ど
の
天
候
の
急
変
に
注
意
す

る
。

・　

夏
の
暑
さ
に
よ
り
注
意
力
が
散
漫
と

な
っ
た
り
イ
ラ
イ
ラ
運
転
に
な
り
が
ち

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
ゆ
と
り
の

あ
る
運
転
に
心
掛
け
る
。

・　

高
齢
運
転
者
は
「
高
齢
者
運
転
標
識
」

の
標
示
に
努
め
る
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
交
通
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

【

【

子
ど
も
や
高
齢
者
を

　
　
　
　
　

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

【

【

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

重
点
目
標

○
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う
。

○
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
。

○
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

安安全全をを 世世界界にに発発信信

愛愛・・愛愛知知

東部小学校交通安全教室

川の水位（阿久比川・十ケ川）が
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「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
」を

目
標
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
す
る
「
い
き
が
い
教
室
」
を
開
講
し

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�◆
期
間　

七
月
二
十
一
日（
木
）〜

　
　
　
　

八
月
二
日（
火
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
二
時
半

　
　
　
　

※
八
月
二
日
は
午
後
四
時
ま
で

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
内
容　

自
然
観
察
や
料
理
、
工
作
そ
し

て
南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド
の
見
学

を
し
ま
す
。

◆
講
師　

知
多
地
方
自
然
観
察
会
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円

�◆
期
間　

七
月
二
十
六
日（
火
）

◆
対
象　

小
学
四
年
生

◆
会
場　

刈
谷
少
年
発
明
ク
ラ
ブ

◆
時
間　

午
後
九
時
〜
午
後
三
時

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

モ
ー
タ
ー
や
ギ
ア
を
使
っ
て
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
　

会
場
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
教
室

子
ど
も
も
の
作
り
教
室（
１
）

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円
程
度

�◆
期
間　

七
月
二
十
八
日（
木
）

◆
対
象　

小
学
六
年
生

※
会
場
や
時
間
な
ど
は
子
ど
も
も
の
作
り

教
室（
１
）と
同
じ
で
す
。

�◆
期
間　

八
月
三
日（
水
）

◆
対
象　

小
学
五
年
生

※
会
場
や
時
間
な
ど
は
子
ど
も
も
の
作
り

教
室（
１
）と
同
じ
で
す
。

�◆
期
間　

八
月
九
日（
火
）

　
　
　
　

八
月
十
日（
水
）　

全
二
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
楽
し
く
パ
ソ

コ
ン
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

鈴
木
は
じ
め
ほ
か

◆
受
講
料
な
ど　

四
百
円

子
ど
も
も
の
作
り
教
室（
２
）

子
ど
も
も
の
作
り
教
室（
３
）

子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
ワ
ー
ド
で
遊
ぼ
う

�◆
期
間　

八
月
二
十
三
日（
火
）

　
　
　
　

予
備
日　

八
月
三
十
日（
火
）

◆
時
間　

午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半

◆
会
場　

日
間
賀
島

◆
対
象　

小
学
四
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
内
容　

日
間
賀
島
で
タ
コ
ツ
ボ
漁
や
船

釣
り
を
体
験
し
ま
す
。

◆
講
師　

日
間
賀
島
観
光
協
会

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
円

�◆
期
間　

八
月
二
十
日（
土
）〜

　
　
　
　

十
月
十
五
日（
土
）　

全
八
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

小
学
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

日
本
の
伝
統
楽
器「
筝（
こ
と
）」

の
教
室
で
す
。
最
後
に
は
文
化
祭

で
発
表
し
ま
す
。

◆
講
師　

中
山
八
重
子

◆
受
講
料
な
ど　

千
六
百
円

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅱ

子
ど
も
お
こ
と
教
室

平
成
１７
年
度
第
２
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

自然観察を楽しむ子ども

タコツボ漁に挑戦する子ども
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�◆
期
間　

八
月
二
十
日（
土
）〜

　
　
　
　

十
一
月
五
日（
土
）　

全
十
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

和
太
鼓
の
教
室
で
す
。
最
後
に

は
文
化
祭
で
発
表
し
ま
す
。

◆
講
師　

東
海
太
鼓
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
円

�◆
期
間　

八
月
五
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

小
学
生
ま
た
は
親
子

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
内
容　

昆
虫
の
育
て
方
の
教
室
で
す
。

ク
ワ
ガ
タ
の
雌
雄
一
匹
と
飼
育
道

具
付
き
で
す
。

◆
講
師　

ネ
イ
チ
ャ
リ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
部

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円
程
度

�◆
期
間　

七
月
二
十
二
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

名
古
屋
市
野
鳥
観
察
館
ほ
か

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

親
子
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
体
験
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

現
地
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◆
講
師　

知
多
地
方
自
然
観
察
会
ほ
か

子
ど
も
太
鼓
教
室

子
ど
も
昆
虫
教
室
「
ク
ワ
ガ
タ
を
育
て
よ
う
」

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
野
鳥
観
察

◆
受
講
料
な
ど　

三
百
円（
一
組
）

�◆
期
間　

八
月
十
三
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
五
時
四
十
五
分
〜

　
　
　
　

午
後
八
時
半

◆
会
場　

半
田
市
空
の
科
学
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

五
十
人

◆
内
容　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
星
空
教

室
と
野
外
で
の
大
観
望
会
で
す
。

◆
受
講
料
な
ど　

大
人　

三
百
円

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
二
百
円

�◆
期
間　

七
月
二
十
三
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
九
時
半
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

十
八
組

◆
内
容　

親
子
で
パ
ス
タ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
す
。
サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
も
作

り
ま
す
。

◆
講
師　

佐
藤
友
美

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円（
一
組
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
天
体
観
測

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
パ
ス
タ
づ
く
り

�◆
期
間　

七
月
二
十
四
日（
日
）

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

工
房
リ
ン
ク
ス

　
　
　
　

現
地
集
合
・
解
散

◆
対
象　

親
子
（
小
学
三
年
生
以
上
）

◆
定
員　

八
組

◆
内
容　

親
子
で
本
格
的
な
木
工
工
作
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

◆
講
師　

工
房
リ
ン
ク
ス

◆
受
講
料
な
ど　

千
八
百
円（
一
組
）程
度

�◆
期
間　

八
月
八
日（
月
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

高
根
湿
地

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

親
子
で
湿
地
の
自
然
を
観
察
し

ま
す
。

　
　
　
　

現
地
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◆
講
師　

社
会
教
育
課

◆
受
講
料
な
ど　

百
円（
一
組
）

�
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
木
工
工
作

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
／
自
然
観
察
会

美
術
講
座
「
美
術
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

◆
期
間　

八
月
十
七
日（
水
）

　
　
　
　

八
月
二
十
四
日（
水
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

※
二
日
目
は
午
後
三
時
ま
で

◆
会
場　

岡
崎
市
美
術
博
物
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

美
術
館
な
ど
で
絵
な
ど
の
鑑
賞

法
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

神
谷
由
美

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円
程
度

�◆
期
間　

八
月
二
十
九
日（
月
）〜

　
　
　
　

十
月
二
十
四
日（
月
）　

全
七
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

初
心
者
の
た
め
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

教
室
で
す
。（
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
各
自
持
参
）

◆
講
師　

後
長
敏
治

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円

�◆
期
間　

九
月
八
日（
木
）〜

　

十
月
十
三
日（
木
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
で
ヘ
キ
サ

ゴ
ン
の
横
長
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

野
口
米
子

◆
受
講
料
な
ど　

四
千
七
百
円

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
親
し
む

手
工
芸
教
室
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
」

野鳥を観察する子ども

ハーモニカに親しむ受講生
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�◆
期
間　

九
月
十
六
日（
金
）〜

　
　
　
　

十
月
二
十
八
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
内
容　

籐
工
芸
で
身
近
な
作
品
を
作
り

ま
す
。

◆
講
師　

堀
家
寿
子

◆
受
講
料
な
ど　

四
千
円
程
度

�◆
期
間　

九
月
十
三
日（
火
）〜

　
　
　
　

十
一
月
二
十
九
日（
火
）

　
　
　
　

全
十
二
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
や
美
し
い

配
色
な
ど
色
に
関
す
る
講
座
で
す
。

◆
講
師　

平
野
よ
う
こ

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
九
百
円

手
工
芸
教
室
「
籐
工
芸
入
門
」

お
し
ゃ
れ
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

�◆
期
間　

八
月
二
十
日（
土
）〜

　
　
　
　

九
月
二
十
四
日（
土
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

中
学
生
以
上

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

日
常
会
話
や
旅
行
に
役
立
つ
韓

国
語
の
教
室
で
す
。

◆
講
師　

金
（
中
川
）
春
子

◆
受
講
料
な
ど　

千
六
百
円

�◆
期
間　

九
月
二
日（
金
）

　
　
　
　

九
月
九
日（
金
）　

各
一
回

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

◆
対
象　

高
齢
者

◆
定
員　

八
十
人
（
一
回
四
十
人
）

◆
内
容　

七
宝
焼
き
の
体
験
教
室
で
す
。

　
　
　
　

現
地
ま
で
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

�◆
期
間　

八
月
二
十
六
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

高
齢
者
・
一
般

◆
定
員　

百
人

◆
内
容　

二
人
の
落
語
家
に
よ
る
落
語
会

と
健
康
体
操
・
講
話
で
す
。

◆
講
師　

川
の
家
河
太
朗
ほ
か

※
「
落
語
に
親
し
む
」
の
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

韓
国
語
入
門
「
観
光
の
た
め
の
ハ
ン
グ
ル
入
門
」

シ
ル
バ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

寿
大
学
「
落
語
に
親
し
む
」

籐工芸を楽しむ受講生

申
込
期
限

　

七
月
十
三
日（
水
） 社会教育課公民館係　ＴＥＬ（４８）１１１１（内２６０）

　　　　　　　　　　ＦＡＸ（４８）６２２９
メールアドレス　shakyo@town.agui.lg.jp

問い合わせ先

町内に在住、在勤、在学している方。

申 込 資 格

　電話（平日午前９時～午後５時）

FAX・メールまたは生涯学習ガイ

ドブックについているハガキを郵

送してください。直接窓口に来て

いただいても結構です。

申 込 方 法

　定員を超えた場合は初めての

方を優先し、抽選により決定し

ます。申し込みが１０人未満の場

合や講師の都合により変更など

もありますので了承ください。

開講にあたって
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矢
高
地
区
の
箭
比
（
や
ひ
）
神
社
の
森

を
散
策
し
た
。

　

入
り
口
の
大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

石
段
の
あ
る
参
道
と
砂
利
道
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
た
の
で
参
道
を
歩
く
こ
と
に
し

た
。

地
面
に
目
を
向
け
る
と
、
黄
緑
色
の
コ
ケ

が
生
え
て
い
る
。
混
ざ
り
気
の
な
い
そ
の

色
は
鮮
や
か
で
と
て
も
美
し
い
。
触
っ
て

み
た
。
水
気
を
少
し
含
み
、
し
っ
と
り
と

し
た
感
じ
で
ふ
か
ふ
か
の
じ
ゅ
う
た
ん
の

よ
う
で
あ
る
。

　

奥
に
進
む
。
ま
る
で
子
ど
も
の
童
話
の

中
に
出
て
く
る
よ
う
な
森
の
中
。
耳
を
澄

ま
す
と
ど
こ
か
ら
か
、
鳥
の
さ
え
ず
る
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。「
誰
か
が
来
た
ぞ
」
と

ほ
か
の
動
物
た
ち
に
知
ら
せ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

背
の
高
い
杉
の
木
が
う
っ
そ
う
と
何
本

も
立
ち
並
び
、
目
の
前
に
は
何
段
も
続
く

石
段
が
現
れ
、
頂
上
先
に
は
社
の
屋
根
が

少
し
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
正
面
か
ら

見
る
光
景
は
昼
間
で
も
少
し
薄
暗
く
、

木
々
か
ら
差
し
込
む
陽
の
光
が
石
段
に
生

え
る
コ
ケ
を
照
ら
し
、
と
て
も
神
秘
的
だ
。

（
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
）

　

こ
の
森
に
は
昆
虫
も
多
く
生
息
し
て
い

そ
う
だ
。
木
の
根
元
に
落
ち
る
葉
っ
ぱ
の

下
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
大
き
な
ク
ロ
ア
リ

が
落
ち
着
き
な
く
走
り
回
り
、
対
照
的
に

ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
昼
寝
（
見
た
感
じ
）
を
し

て
い
る
。

　

八 
㌢ 
ク
ラ
ス
の
阿
久
比
産
オ
オ
ク
ワ
ガ

タ
を
発
見
す
る
の
が
、
こ
の
森
に
来
た
目

的
の
一
つ
で
も
あ
る
。童
心
に
返
り
、腐
っ

て
倒
れ
た
木
の
中
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
探
し

回
っ
た
。発
見
で
き
な
か
っ
た
。残
念
・・・
。

　

帰
り
道
、
根
元
か
ら
株
別
れ
す
る
ヤ
マ

モ
モ
の
大
樹
を
見
つ
け
た
。
ワ
ラ
で
編
ん

だ
し
め
縄
が
ま
つ
っ
て
あ
る
。
い
か
に
も

神
が
宿
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
木
だ
。
根
元
か
ら
空
に
向
か
っ
て

勢
い
よ
く
飛
び
出
し
て
い
る
幹
は
と
て
も

立
派
だ
。

　

野
鳥
や
昆
虫
の
生
息
す
る
貴
重
な
箭
比

（
や
ひ
）
神
社
の
森
。
夏
休
み
に
親
子
で

早
起
き
し
て
自
然
探
索
す
る
に
は
絶
好
の

場
所
だ
。

　

次
回
は
宮
津
地
区
の
熱
田
社
周
辺
を
散

策
し
ま
す
。

どこまでもつづく森

根元から株別れするヤマモモ

箭比神社 

矢口公民館 

エスペランス 
丸山 

名鉄 
椋岡駅 

昼間でも薄暗い箭比神社の森
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草
木
地
区
に
あ
る
花
か
つ
み
園
が
六
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
一
般
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
か
つ
み
保
存
会
（
竹
之
越
隆
幸
会
長
）
に
よ
り
大
切
に
保
護
さ
れ
て

い
る
�
幻
の
花
�
花
か
つ
み
。
今
年
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
見
学
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
に
行
わ
れ
る
愛
知
万
博
市
町
村
催
事
「
阿
久
比
町
の
日
」

に
は
、
花
か
つ
み
を
長
久
手
愛
知
県
館
「
あ
い
ち
・
お
ま
つ
り
広
場
」
へ

運
び
、
世
界
に
向
け
て
幻
の
花
の
美
し
さ
を
披
露
し
ま
す
。

�������

愛
知
万
博
で
も

　

七
月
十
三
日
に
披
露

和
太
鼓
を
演
奏
す
る「
和
太
鼓
か
つ
み
」の
メ
ン
バ
ー

花を眺める草木保育園児

雨上がりの花かつみ
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　６月５日、阿久比梅栽培組合の主催で、阿久比特産品の梅の
消費拡大とＰＲを目的にふれあいの森と周辺梅畑で「梅まつり」
が行われました。
　青梅もぎ取り体験会場の梅畑には、多くの親子連れが訪れ、
鈴なりになった梅をもぎ取りバケツをいっぱいにしていました。
　愛知県農村生活アドバイザーによる梅の加工講習会では、梅
酒の作り方や料理の実演が行われ、参加者は興味深げに話を聞
いていました。
　初夏の陽気の下、会場全体にほんのりと甘くさわやかな梅の
香りが漂っていました。

●むし歯はないかな

　「むし歯予防デー」が６月５日、保健センターで開か
れました。
　歯科健診やフッソ塗布など、日ごろできない歯の
チェックを多くの親子が行いました。
　「大きな口を開けてね」と歯科医師から言われると、
むし歯の治療だと勘違いして泣き出す子どもの姿も見
られました。
　歯の病気は自覚症状がなく、自分では見つけること
が難しいそうです。年に一度は歯科健診を受けるよう
にと、保健師らが呼びかけていました。

歯科健診を受ける親子

●先生、農業を体感

　６月１８日、農業をより身近なものに感じてもらおう
と、阿久比町営農研究会の主催で「農業体感ツアー」
が行われ、町内の小・中学校の先生１７人が農家を訪れ
農業施設や牛舎などを見学しました。
　実際に牛舎や鶏舎の施設の中に初めて入り、農家か
ら、飼育方法などの説明に聞き入っていました。
　先生たちは「私たちが、農業の現場を知ることで子
どもたちに食の素晴らしさを真剣に伝えていきたい」
とツアー終了後に話していました。

鶏卵を機械で選別する様子を見る先生

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

梅の加工講習会を真剣に聞く参加者
青梅をもぎ取る子どもたち
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「
夕
方
に
な
っ
て
も
、
い
っ
こ
う
に
涼
し

く
な
り
ま
せ
ん
ね
、
お
じ
い
さ
ん
」

「
こ
う
あ
つ
い
と
、
水
が
恋
し
い
な
ぁ
、

お
ば
あ
さ
ん
」

「
庭
に
水
で
も
打
ち
ま
し
ょ
う
か
」

「
あ
ぁ
、そ
れ
は
涼
し
そ
う
で
い
い
な
ぁ
」

　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
ゆ
っ
く
り
庭
に
下
り

て
、
水
を
ま
き
始
め
ま
し
た
。
水
の
し
ぶ

き
が
、
夕
日
に
は
え
て
七
色
に
ひ
か
り
、

ち
い
さ
な
虹
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
見
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
は
、
い

つ
も
と
同
じ
水
音
に
耳
を
か
た
む
け
、

ゆ
っ
た
り
え
ん
が
わ
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
夏
に
な
る
と
思
い
出
す

こ
と
が
あ
る
よ
」

「
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
、
お
じ
い
さ
ん
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
ふ
く
み
笑
い
を
し
な

が
ら
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を
見
つ
め
ま
し
た
。

「
い
や
で
す
ね
ぇ
、
何
か
わ
け
が
あ
り
そ

う
で
す
ね
」

「
小
学
校
の
と
き
の
こ
と
だ
よ
」　

「
ま
た
古
い
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た

ね
」

　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
首
を
か
し
げ
ま
し
た
。

「
夏
に
な
る
と
行
っ
た
海
浜
学
校
を
さ
」

「
あ
ぁ
、
あ
り
ま
し
た
ね
。
ク
ラ
ス
み
ん

な
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
よ
」

「
砂
浜
の
砂
が
、
星
の
よ
う
に
と
が
っ
て

い
る
っ
て
、
み
ん
な
で
見
せ
合
っ
た
」

「
そ
う
で
す
ね
」

「
波
打
ち
ぎ
わ
の
貝
が
ら
を
集
め
て
、
の

れ
ん
を
作
っ
た
り
も
し
た
」

「
な
ん
で
も
遊
び
に
つ
か
え
ま
し
た
ね
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
あ
か
ね
色
の
空
を
や

さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
見
上
げ
ま
し
た
。

「
ほ
ら
い
ち
ば
ん
星
が
出
ま
し
た
よ
。
あ

わ
い
色
だ
」

「
そ
う
で
す
ね
」

「
あ
の
こ
ろ
の
み
ん
な
の
目
は
、
星
の
よ

う
に
キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
い
て
い
た
」

「
お
じ
い
さ
ん
、
そ
ん
な
に
じ
っ
と
見
つ

め
て
は
、
は
ず
か
し
い
で
す
よ
」

「
い
ま
で
も
、
お
ば
あ
さ
ん
は
き
れ
い
な

目
を
し
て
い
る
よ
」

　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
顔
を
赤
ら
め
て
下
を

向
き
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
さ
ん
は
、
あ
い
変
わ
ら
ず
照
れ

屋
だ
ね
ぇ
」

「
え
ぇ
え
ぇ
、
そ
う
で
す
よ
。
転
校
生
の

し
ょ
う
か
い
で
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
に
見
つ

め
ら
れ
る
の
が
、
は
ず
か
し
く
て
ね
」

「
あ
ぁ
。
だ
か
ら
わ
し
は
、
ふ
し
ぎ
だ
っ

た
。
ど
う
し
て
少
し
も
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
、

な
ん
で
も
で
き
る
か
っ
て
？
」

「
わ
た
し
が
な
ん
で
も
で
き
る
っ
て
、
み

ん
な
が
ふ
し
ぎ
が
り
ま
し
た
ね
。
で
も
気

持
ち
が
な
か
な
か
わ
か
ら
な
く
て
ね
・
・

わ
た
し
は
自
分
勝
手
で
し
た
よ
」

「
い
い
や
、
わ
し
ら
も
そ
っ
け
な
く
し
た
。

ち
ょ
っ
と
冷
た
す
ぎ
た
と
反
省
し
た
ん

じ
ゃ
よ
」

「
し
か
た
が
な
い
で
す
よ
。
な
に
せ
ち
っ

と
も
な
じ
ま
な
い
し
、
話
も
し
な
け
れ
ば
、

み
ん
な
困
り
ま
す
」

「
み
ん
な
で
考
え
た
ん
じ
ゃ
、
海
浜
学
校

で
楽
し
も
う
っ
て
・
・
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
ふ
と
空
を
す
か
し
見

て
か
ら
、
顔
を
曇
ら
せ
た
。

「
だ
が
、
お
ま
え
は
遠
泳
で
い
な
く
な
っ

た
。
み
ん
な
で
泳
い
で
い
た
の
に
、
急
に

い
な
く
な
る
ん
だ
も
の
。
あ
わ
て
た
よ
」

「
わ
た
し
は
、
海
で
泳
い
だ
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
、波
に
の
ま
れ
た
ん
で
す
よ
」

「
そ
の
と
き
、
浜
に
漁
師
が
い
な
か
っ
た

ら
と
思
う
と
、
た
く
さ
ん
の
人
に
迷
惑
を

か
け
た
ね
」

「
世
話
に
な
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
に

心
配
か
け
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「
つ
ぎ
の
日
、
そ
の
漁
師
の
人
た
ち
か
ら

地
引
き
網
を
ひ
か
せ
て
も
ら
っ
た
」

「
そ
う
で
し
た
。
と
っ
た
魚
を
民
宿
の
人

た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
夕
飯
で
焼
い

て
食
べ
ま
し
た
。」

「
あ
ぁ
、
わ
す
れ
ら
れ
な
い
味
が
し
た
。

と
れ
た
て
の
魚
は
、
身
が
し
ま
っ
て
い
て

う
ま
か
っ
た
な
ぁ
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
ま
た
空
を
ち
ら
っ
と

見
ま
し
た
。い
つ
の
ま
に
か
、大
き
く
真
っ

赤
だ
っ
た
太
陽
が
西
の
空
に
し
ず
み
、
夕

や
み
が
せ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
で
も
お
ま
え
は
、
勇
気
が
あ
っ
た
ぞ
。

み
ん
な
の
前
で
大
き
な
声
で
歌
い
は
じ
め

た
」

「
勇
気
で
し
ょ
う
か
ね
え
？
」

「
う
れ
し
く
な
っ
て
、
み
ん
な
も
い
っ

し
ょ
に
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
た
」

「
お
も
い
っ
き
り
、
楽
し
み
ま
し
た
ね
」

「
そ
れ
で
今
、
わ
し
と
こ
う
し
て
い
る
」

「
そ
れ
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
、
ず
う
っ
と

い
っ
し
ょ
の
学
校
で
し
た
」

「
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
で
、
い
ろ
ん
な
ひ
と

に
出
会
っ
た
な
ぁ
。
な
か
ま
も
い
っ
ぱ
い

増
え
た
し
、
思
い
出
も
で
き
た
」

「
そ
う
で
す
ね
。
ど
ん
な
と
き
で
も
、
人

が
出
会
う
と
、
思
い
出
が
で
き
て
う
れ
し

い
こ
と
で
す
ね
ぇ
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
う
な
ず
き
な
が
ら
空

を
見
上
げ
ま
し
た
。

「
ほ
ら
、
あ
の
浜
で
見
た
よ
う
に
、
星
が

増
え
て
か
が
や
き
は
じ
め
た
ぞ
」

「
あ
ぁ
、
い
い
で
す
ね
ぇ
。
夏
の
夜
は
、

星
が
き
れ
い
で
す
ね
」

し
ろ
や
ま
会
員　

か
ど
ま
さ
こ

夏

の

星

夏

の

星

 

夏

の

星

夏

の

星

 

夏

の

星

 

特
別
障
害
給
付
金
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支
給
の
対
象
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の

加
入
者
の
配
偶
者
（
昭
和
六
十
一
年
三

月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象

者
）

②　

平
成
三
年
三
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
の
対
象
で
あ
っ
た
学
生
、
生
徒

☆　

①
②
の
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
。

特
別
障
害
給
付
金
の
額　
　
　
　
　
　
　

　

障
害
の
程
度
が
一
級
の
場
合月

額
五
万
円

　

障
害
の
程
度
が
二
級
の
場
合月

額
四
万
円

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

○　

本
人
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
支
給
の
全
額
ま
た
は
半
額

が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○　

老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補
償

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
受
給
額
分
を
差
し
引
い
た
額
を
支
給

し
ま
す
。（
そ
の
受
給
額
が
特
別
障
害
給

付
金
の
額
を
上
回
る
場
合
は
、
特
別
障

害
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

○　

経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
が
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け

た
場
合
は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の
支
給

は
停
止
と
な
り
ま
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

請
求
書
の
受
け
付
け
は
平
成
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
給

付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受
け
付
け
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

給
付
金
を
請
求
す
る
方
は
、
早
め
に
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類

な
ど
が
す
べ
て
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
も
、

請
求
書
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
不
足
し
て
い
る
必
要
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。）

申
請
手
続
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

申
請
の
受
付
窓
口
は
役
場
保
険
課
医
療

年
金
係
で
す
。

　

障
害
認
定
な
ど
の
審
査
、
支
給
事
務
は

社
会
保
険
事
務
局
（
社
会
保
険
庁
）
で
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

半
田
社
会
保
険
事
務
所

　

�（
２
１
）２
３
２
１

　

役
場
保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

ETCとは… 
　料金所ゲートに設定したアン
テナと、車両に装着した車載器と
の間で無線通信を用いて自動的
に料金の支払いを行い、料金所を
ノンストップで通行することがで
きるシステムです。 

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

十
月
十
三
日（
木
）に
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
・
金
婚
者
お
祝
い
の
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
、
結
婚
六
十
周
年
・
五
十
周
年
を

迎
え
る
方
は
社
会
教
育
課
へ
七
月
二
十
九

日（
金
）ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
お

祝
い
の
会
に
つ
い
て
の
文
書
を
地
区
に
回

覧
し
ま
す
の
で
、
申
し
出
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

　

昨
年
ま
で
に
結
婚
六
十
周
年
・
五
十
周

年
で
あ
っ
た
方
で
「
お
祝
い
の
会
」
に
参

加
し
て
い
な
い
方
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

昭
和
二
十
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

金
婚
者

　

昭
和
三
十
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

□
問
い
合
わ
せ
先

　

お
祝
い
の
会
実
行
委
員
会　

社
会
教
育

　

課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
８
０
）

お祝いします お祝いします お祝いします 

国民年金 国民年金 国民年金 

特
別
障
害
給
付
金

給
付
金
は
請
求
書
受
け
付
け
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
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戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し

て
額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
記
名
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
の
一
人
で
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
、

か
つ
戦
没
者
な
ど
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４　

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

５　

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
遺
族
で
、
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

等
内
の
親
族

□
請
求
窓
口
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
線
３
０
１
）

�
　

子
育
て
を
し
て
い
て
「
イ
ラ
イ
ラ
し
て

つ
い
子
ど
も
を
た
た
い
て
し
ま
う
」「
子
ど

も
が
か
わ
い
く
な
い
」「
育
児
が
つ
ら
い
」

な
ど
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
と
出
会
い
、
話
し
合
う
こ
と
で
、
自

分
の
気
持
ち
が
整
理
さ
れ
、
育
児
へ
の
自

信
が
と
り
も
ど
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

□
日　

程

　

第
一
回
七
月
十
五
日（
金
）、
第
二
回
七

月
二
十
九
日（
金
）、
第
三
回
八
月
十
九
日

（
金
）、第
四
回
九
月
二
日（
金
）、第
五
回
九

月
三
十
日（
金
）、第
六
回
十
月
十
四
日

（
金
）、第
七
回
十
月
二
十
八
日（
金
）、第
八

回
十
一
月
十
八
日（
金
）

□
時　

間

　

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

□
内　

容

　

①
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
②
個
別
相
談

□
助
言
者　

臨
床
心
理
士
、
保
健
師
な
ど

□
対　

象　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
で
育
児

に
強
い
負
担
を
感
じ
て
い
る
お
母
さ
ん

□
定　

員　

十
人

□
参
加
費　

無
料

□
場　

所

　

半
田
保
健
所
大
会
議
室
（
託
児
あ
り
）

□
申
込
先

　

半
田
保
健
所
地
域
保
健
課
（
北
野
・ 
加

藤
・
萩
野
）
�（
２
１
）３
３
４
１

□
申
込
期
間

　

七
月
七
日（
木
）午
前
九
時
か
ら
七
月
十

二
日（
火
）午
後
五
時
ま
で

�
　

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
に
税
の
役
割
や

納
税
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
項

□
応
募
資
格　

高
校
生

□
テ
ー
マ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

税
の
意
義
や
役
割
な
ど
税
に
関
す
る
こ

と
で
あ
れ
ば
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

□
応
募
点
数
と
字
数

　

一
人
一
作
品
。
二
千
字
程
度
で
原
稿
用

紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
応
募
方
法

　

作
文
の
標
題
の
ほ
か
、
作
文
の
末
尾
に

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学

年
・
学
校
の
所
在
地
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

□
応
募
期
限

　

九
月
七
日（
水
）ま
で
に
半
田
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

�
　

勤
労
青
少
年
の
日
は
、
勤
労
青
少
年
の

福
祉
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
勤
労
青
少
年
が
自
ら
進
ん
で
有

為
な
職
業
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長
し
よ

う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

□
平
成
十
七
年
勤
労
青
少
年
の
日

　

七
月
十
六
日（
土
）

　

勤
労
青
少
年
の
日
は
、
勤
労
青
少
年
福

祉
法
に
基
づ
き
、
毎
年
七
月
の
第
三
土
曜

日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
平
成
十
七
年
勤
労
青
少
年
の
標
語

　

チ
ャ
ン
ス
は
無
限
！　

自
分
ら
し
く　

日
々
ト
ラ
イ

□
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
　

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ラ
イ
ブ
・

オ
ー
ル
・
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
５
あ
い
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
だ
れ
も
が
、自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
み
な
が
ら

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

七
月
二
十
三
日（
土
）、
二
十
四（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
半
（
二
十
四
日

は
午
後
四
時
ま
で
）

□
場　

所

　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
オ
ア
シ
ス

　

（
名
古
屋
市
東
区
）、
久
屋
大
通
公
園
も

２１ち
の
木
広
場
（
名
古
屋
市
中
区
）
ほ
か

□
内　

容

　
「
井
筒
和
幸
」
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、「
新
垣

勉
」
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
、
人
権
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
人
権
啓
発
資
料
館
・
パ
ネ
ル

展
、
物
産
展
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な

ど□
そ
の
他

　

託
児
所
あ
り
（
満
二
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
。
定
員
制
、
予
約
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
生
活
部
県
民
課
人
権
同
和
対
策
室

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
６
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
７
３
）３
５
８
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/jinken/

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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Information

□
開
催
日
時

　

八
月
二
十
三
日（
火
）

　

午
前
七
時
四
十
分
ま
た
は
午
前
八
時
十

分
に
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
集
合

□
場　

所

　

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー
（
山
梨
県

都
留
市
小
形
山
２
７
１
‐
１
）

□
募
集
人
数

　

愛
知
県
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
百
六
十
人

□
参
加
費
用

　

一
人
に
つ
き
千
五
百
円（
昼
食
代
含
む
）

□
応
募
方
法

　

保
護
者
の
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
小
学
生
の
氏
名
・

性
別
・
学
校
名
・
学
年
を
官
製
往
復
は
が

き
に
明
記
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
先

　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１

　

愛
知
県
交
通
対
策
課
リ
ニ
ア
試
乗
会
係

□
締
切
日

　

八
月
九
日（
火
）到
着
分
ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
企
画
振
興
部
交
通
対
策
課　

総

合
交
通
対
策
グ
ル
ー
プ

　

担
当　

成
瀬
、
松
島

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
２
５

�
　

愛
知
県
で
は
愛
知
労
働
局
と
愛
知
社
会

保
険
事
務
局
の
共
催
で
、「
な
ん
で
も
労
働

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
来
所
、
電
話
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

七
月
二
十
八
日
（
木
）、
二
十
九
日（
金
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所

　

近
鉄
新
名
古
屋
ビ
ル
・
五
階　

独
立
行

政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
名

古
屋
駐
在
事
務
所
多
目
的
室
（
名
古
屋
駅

か
ら
桜
通
を
東
へ
徒
歩
五
分
）

□
相
談
内
容

・
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、
労
働

時
間
な
ど
の
労
働
条
件

・
募
集
、
採
用
、
雇
用
調
整
、
職
業
能
力

開
発

・
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険

・
そ
の
他
労
働
関
係
の
相
談

□
申
込
先

・
当
日
電
話
に
よ
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ

専
用
�
０
５
２（
５
６
１
）９
５
１
１

・
弁
護
士
の
相
談
は
各
日
午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

　

予
約
�
０
５
２（
９
６
２
）８
５
９
２

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
労
働
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）８
５
９
２

�
　

福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害
義
援
金
に
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま
り

ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知

県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
０
１
）

�中
日
新
聞
坂
部
専
売
店　

様
、
同
阿
久
比

専
売
店　

様

　

町
内
各
小
学
校
の
一
年
生
へ
、
非
常
用

ホ
イ
ッ
ス
ル
二
百
四
十
三
個
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

様

　

南
部
小
学
校
へ
、
写
真
ニ
ュ
ー
ス
一
年

間
購
読
と
日
経
写
真
ニ
ュ
ー
ス
掲
示
板
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
久
比
町
白
沢
・
福
住
厄
歳
会
一
同　

様

　

英
比
小
学
校
へ
、
Ｍ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
デ
ッ
キ

一
台
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
本
友
秋　

様

　

英
比
小
学
校
へ
、「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫

記
」
を
含
む
百
五
十
二
冊
の
児
童
用
図
書

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害
義
援
金

金　額（円）設　置　場　所

５，１４０役 場
３，７０８中 央 公 民 館 本 館
２，０１３社 会 福 祉 協 議 会
６，４６３保 健 セ ン タ ー
５，６５７図 書 館
１，０７３エ ス ペ ラ ン ス 丸 山
４，４４３ふ れ あ い の 森
１，０１９ス ポ ー ツ 村
２９，５１６合　　　　計
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ７，８５７　　（　６）

人　口　２４，７１０人（△３）

　男　　１２，２３３人（　５）

　女　　１２，４７７人（△８）

（　　）は前月との増減数

５月中の異動

　出生　１６　転入　７２

　死亡　１５　転出　７６

平成１７年６月１日現在

スポーツ村トレーニング室で体を鍛えませんか 
　　　　　　　　　□問い合わせ先　阿久比スポーツ村 fl(49)2500

□使用時間　午前9時～午後5時 
　　　　　（12月28日～1月4日以外は年中無休） 
□使  用  料　中学生以上1人1回200円 
　　　　　（中学生未満使用不可）（時間制限なし） 

トレーニング 

登録証 
発行 

講　習　会 
毎週日曜日 

午前10時～正午 

クラブハウス 
受付で手続き 

※事前に電話で予約をして 
　ください。（定員15人） 

利用方法 


